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概要 

生成 AI の登場により、情報検索は従来型・Web 型を超え要約や構造化を含む新段階に進

展した。本研究は生成 AI 探索の手順を整理し、教育における利便性と批判的思考の両立課

題を検討する。 

 

1 はじめに 

教育における人工知能(Artificial Intelligence：

AI)の利用、とりわけ生成 AI(Generative AI)の活用

は、従来の文献調査法と比較して教育方法論的に

新たな視座を提供しつつある。従来の文献調査は、

主として図書館や専門データベースを活用し、索

引・抄録・キーワードを手掛かりに体系的な資料

収集を行う方法が主であった。その後、インター

ネットをはじめとするネットワーク技術の普及に

より、研究者や学習者は短時間で膨大な情報にア

クセス可能となるようになる。このことで、調査

の利便性が飛躍的に向上した一方で、同時に情報

の質や真偽を選別する意味での情報リテラシーが

不可欠となり、批判的能力が教育においても強調

されるようになった。今日、生成 AI の登場によ

り、情報探索は単なる収集にとどまらず、要約・

比較・構造化を含むプロセスへと拡張されつつあ

る。生成 AI は探索手順を補助し、情報整理を効

率化する利点を有する。 

このように、文献調査法の変遷は「信頼性確

保」と「効率性向上」の間で揺動しつつ、研究者

や教育現場に新たな情報活用リテラシーを要求し

てきたと位置づけられる。図書館情報学の分野で

は従来型・Web 型の調査法に関する実践研究が多

数蓄積されているが、生成 AI を用いた文献調査

手法に関する体系的な実践例は未だ乏しいのが現

状であり、実践例においてはプロンプトを介した

試行的利用や専門的インタフェースに AI が組み

込まれる事例が多く報告されている。従って、本

研究では生成 AI を利用した情報検索における手

順の明確化を試み、その教育的課題を検討するこ

とを目的とする。 

 

2 情報検索法の変遷 

日本における図書館・専門データベースを中

心とした従来型文献調査は、公立図書館が提供

する“OPAC”や国立情報学研究所(NII)が提供

する“CiNii-Articles”などの学術データベース

を利用する方法が中心であった。これらは索

引・抄録・キーワード検索を基盤とし、信頼性

の高い学術的資料に体系的にアクセスできる一

方で、最新情報や非公開研究資料へのアクセス

に制約が存在したとの報告もある。1990 年代

末から 2000年代初頭にかけてGoogleやYahoo

‼などの Web 検索エンジンが普及し、誰もが容

易に情報を検索できる環境が整備され、これに

より情報検索の主体は専門研究者から一般学習

者へと拡大し、調査学習や自主学習の基盤とし

て機能するようになった。一方で、検索結果に

は玉石混交の情報が含まれるため、真偽や信頼

性を判断する能力、すなわち批判的情報リテラ



シーの育成が課題となった。教育現場で Web

検索を用いた調査活動を通じて、出典確認・比

較検討・情報の妥当性評価といった能力の育成

が重視されるようになった背景である。 

2000 年代以降、学習指導要領改訂に伴い「情

報活用能力」が学習の基盤的資質と位置づけら

れ、情報検索教育は国語科・社会科・総合的な

学習の時間などに組み込まれてきた(文部科学

省：20171) 。その中心は、従来の「調べ学習」

から発展し、複数の情報源を比較し、出典を吟

味しながら活用する探究的学習にシフトしてい

る。さらに近年では、生成 AI を含む新しい技

術環境の中で、情報の収集・評価・発信に関す

る責任を持つ「デジタル・シティズンシップ」

の観点が強調されつつある(日本教育工学会：

20252) 。すなわち、日本の教育現場における情

報検索教育は、検索技術習得にとどまらず、批

判的思考・情報倫理・社会的責任を含めた統合

的な教育実践へと拡張していく。 

 

3 生成 AI の探索的利用 

2022 年以降、ChatGPT をはじめとする大規

模言語モデル (LLM: Large Language Models) 

に基づく生成 AI が急速に普及している。生成

AI は自然言語処理を基盤とし、人間の問いか

けに対して要約・翻訳・文章生成などのタスク

を遂行できる点に特徴を持つ。従来の検索エン

ジンが「情報源へのリンク」を提示するのに対

し、生成 AI は「解釈済みの回答」を返す点で、

情報探索の様相を根本的に変容させたといえる。

日本の教育課程では「総合的な探究の時間」に

代表される探究学習が重視されており、学習者

は課題設定から情報収集、考察、発表に至るプ

ロセスを経験する。その中で生成 AI は、①問

いの言語化支援、②関連情報の抽出、③複数資

 
1 文部科学省. 『小学校学習指導要領(平成 29 年告示)

解説 総則編』, 文部科学省, 2017. 
2 日本教育工学会. 「一般社団法人日本教育工学会にお

ける生成 AI 利用に関する基本的な考え方」, 日本教育

料の要約と比較、④論点整理や文章構築の支援

といった機能を通じて探究学習を補助する可能

性がある(日本教育工学会：20233) 。また、検

索クエリを繰り返し調整しながら対話的に探索

を進めるプロセスは、従来の検索エンジンより

も学習者の内的対話に近い形で機能する。 

生成 AI を探索的に利用する利点としては、

学習者の検索時間を短縮し、多角的な視点を提

供することで、情報収集と要約整理を効率化で

きる点が挙げられる。一方で、教育現場では次

のような課題も指摘されている。第一に、生成

AI の回答には出典が明示されない場合があり、

情報の信頼性を確認する作業を学習者自身が担

う必要があるということである。第二に、モデ

ルの学習データに依存するため、誤情報やバイ

アスが含まれる可能性があるということ、第三

に、過度の依存は学習者の批判的思考力や探索

スキルを弱める懸念があるということである。

したがって、生成 AI の探索的利用は、単なる

利便性の追求ではなく、情報活用能力やデジタ

ル・シティズンシップの育成と一体化した教育

デザインの中で位置づけることが求められる。 

 

4 何故生成 AI なのか 

生成 AI の教育的導入が注目される理由の一

つは、従来の情報検索を補完し、学習者の探究

活動を支援する教育方法論的意義にある。特に、

学習指導要領で「情報活用能力」が基盤的資質

とされる今日において、生成 AI は情報収集の

効率化のみならず、問いの設定、要約、比較、

整理といった学習プロセスの強化に資する。こ

れは、探究学習やプロジェクト型学習における

学習者の主体性を支援する機能として期待され

ている。次に、生成 AI 活用は社会的要請によ

っても推進されている。Society 5.0 や教育 DX

政策のもとで、日本の教育はデジタル基盤を活
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用した学習環境の整備を進めており(経済産業

省：2020) 、AI リテラシーやデータ活用能力

は次世代人材に不可欠なスキルとされている。

OECDやUNESCO(2023) も、人間中心・倫理

重視の AI 活用を提言し、各国で教育カリキュ

ラムの見直しが進められている。日本でも文部

科学省「生成 AI ガイドライン Ver.2.0」 (2024) 

において、学校現場での活用事例と留意点を整

理し、批判的思考力の育成を伴う適切な利用を

推奨している。 

生成 AI の導入は研究・教育実践における新

たな展開をもたらす可能性がある。研究面では、

文献レビューやデータ整理の効率化を通じて学

術活動の生産性を高め、また、教育実践では、

AI が提供する多様な視点を通じて、学習者に

批判的吟味や情報倫理を意識させる教材的価値

を持つ。同時に、出典確認の習慣化や AI 生成

情報の限界を理解する指導を通じて、より深い

情報活用能力を涵養できる。 

 

5 考察 

5.1 従来型・Web 型・生成 AI型の比較 

情報検索法の変遷を整理すると、①図書館・

専門データベースに依拠した従来型検索、②

Web 検索エンジンを基盤とする検索、③生成

AI による探索的利用という三段階が確認でき

る。それぞれの特徴は、従来型が「信頼性の高

さと網羅性」を、Web 型が「アクセス容易性と

情報量の拡大」を、生成 AI 型が「要約・構造

化と対話的探索」を強みとする一方、限界や課

題を内包している。特に生成 AI 型は、出典の

不透明性や誤情報生成の危険を抱えるため、信

頼性の確保が最大の課題である。 

続いて、手順的フレームワークについて考え

ていきたい。生成 AI を情報検索に活用する場

合、従来の検索プロセスと同様に「課題設定→

検索立案→情報収集→出典確認→要約・統合→

活用」という手順的枠組みが求められる。しか

し現状では、生成 AI 利用の具体的ステップは

教育現場や研究の中で十分に体系化されていな

い。そのため、本研究は「生成 AI 探索フレー

ムワーク」の設計を試み、学習者がプロセス全

体を俯瞰しながら適切に AI を活用できる道筋

を提示することに意義がある。 

最後に、教育方法論の観点から考察を行う。

生成 AI の探索利用は「利便性と批判的思考の

両立」を課題としている。すなわち、AI が提示

する情報を効率的に利用する一方で、その信頼

性を吟味し、複数の情報源と比較しながら判断

する能力が不可欠である。これは情報リテラシ

ー教育の深化と「デジタル・シティズンシップ」

の涵養に直結する。さらに、教員研修やカリキ

ュラム設計の中で、生成 AI を適切に組み込む

実践的知見の蓄積が必要とされる。 

 

5.2 最新動向と深化する論点(2024–2025) 

日本では、文部科学省(2024)による『生成 AI

ガイドライン Ver.2.0』が教職員・教育委員会向

けに基本理念と活用場面、留意点を体系化し、

「教科等横断で情報活用能力を育成」「人間中

心」を原則として明示した。また、同省『情報

活用能力の抜本的向上』(文部科学省：2025)は、

生成 AI 時代に合わせて小中高を通じた能力育

成の再定義を検討し、情報モラルやメディア・

リテラシーの強化、教科間の役割分担の見直し

を論点化した。国際的には、OECD(2025)が

「AI の時代に何を教えるか」を提起し、AI 理

解や学習評価の再設計を促している。

UNESCO (2023) も人間中心・公平性の原則に

基づき、AI 活用に伴う教育的ジレンマを指摘

している。評価を巡っては、口頭試問や制作過

程の評価、出典検証ログなど、プロセス可視化

型アセスメントへの転換が提案されている。高

等教育では、AI の過度依存が深い学習の阻害

や答案の均質化を招くとの批判もあり、一方で

AI 活用を前提としたカリキュラム改革の提案

もなされている。探索・文献調査における最大

の課題は出典透明性である。教育実装において

は、RAG (Retrieval-Augmented Generation) 



により信頼できるコーパスから根拠付き回答を

返す仕組みや、学習者の検証行為を記録する評

価方法が重要となる。 

 

6 結論・今後の課題 

本研究は、生成 AI を用いた情報検索の手順

設計と教育的課題を整理し、その意義を示した。

しかし同時に、いくつかの限界を抱えている点

を明示しておく必要がある。まず、本研究は主

として理論的検討に依拠しており、教育現場に

おける生成 AI 利用の実証的データは乏しい。

学習者が AI を活用した際に批判的思考力や探

索スキルにどのような影響があるかは、実験

的・縦断的研究を通じて検証することが今後の

課題である。また、技術進化の速さに理論が追

随しきれない点である。特に RAG など信頼性

を高める技術の標準化が進めば、提示した枠組

みも再設計が必要となる。最後に、生成 AI は

効率化を促す一方で、学習者の自律的な探索を

阻害する危険もあり、「利便性」と「批判的吟味」

の両立というジレンマを克服する教育設計が求

められる。今後の研究課題としては、実証的検

証の積み重ね、AI 依存を抑制する評価方法の開

発、技術と教育理論の共進化、さらに国際比較

を通じた普遍的原則の抽出が挙げられる。序文

で述べた「信頼性確保と効率性向上の間の揺動」

という課題は生成 AI 時代にも持続しており、

その緊張関係を乗り越える教育方法論の確立が

急務である。 
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